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文責 校長 山本 孝二 

【めざす児童像】 

“かしこい子 つよい子  

                           さわやかな子“ 

  

修学旅行に行ってきました！  
１０月２・３日に６年生は佐賀（武雄市）・長崎方面へ修学旅行に行きました。 

体験や見学場所は、波佐見焼き絵付け体験、新幹線乗車体験、宇宙科学館、 

長崎市内の班別研修です。ホテルでの生活も貴重な体験だったと思います。 

伝統文化や歴史、宇宙等の科学分野にも触れ、まさしく学校では学べない学習ができまし

た。２日目は、子供たち自らが計画を立てて実行する班別研修でした。行きたかった見学場所

で学んだり、長崎県の有名な施設の実物を見たりすることができました。 

「人や事象」に多く出会わせる体験が子供たちの成長につながります。６年生は来週の「か

づさるく 2024」をリードする存在です。その面での活躍を期待したいです。 

 

 

 

 

 

 

4年生の福祉体験学習  

総合的な学習の時間のカリキュラムに、テーマとして「福祉」を入れています。周囲にいる様々

な人の存在を知り、理解し、考えを持つことをねらいとしています。 

先日、視覚障害のある舩戸さんの生活の様子を教えてもらったり、保護者である中村さんの親

としての思いを聞いたりすることができました。また、ほかにわ共和国を訪問し、作業の様子等の

見学や入所されてる方々とゲームを楽しむことができました。 

他者理解を進めるには、次のようなことが大切と考えます。 

  ・相手の考えや意見、感情を聞く。そして自分の立場と重ね 

合わせて考える。 

  ・相手の表情や声等から、相手の感情を理解しようと努める。 

  ・相手のことに興味を持つ。    

子供たちなりに「福祉」の視点で考えを持つことができました。 

今後共生社会を少しずつ意識して生活してくれることを願っています。 

１１月には、「認知症サポーター」の授業があり、さらに学びを広げ 

ます。４年生は多くの関係団体の指導と支援をいただき、とてもよい 

学習体験を展開できています。 

爽風 ～えがお～ 


